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偏差を図4に示す。なお、଼݁.ଵଷ଻ହ ൌ 3420 (円), ଼݁.଺଺଺଺ ൌ 5806(円)である。
図4:各属性における1回あたりの注文商品価格の対数値の
平均額（左側）および標準偏差（右側）
（各上段: セール期間内, 各下段: セール期間外）
これらの値に関して各組み合わせごとにセール期間内と期間外の間で検定を行うと、い
ずれの場合でも平均値および標準偏差それぞれで有意に差がみられた。この結果はそれ
ぞれの場合でデータ数が非常に多いため当然といえる。
その上で、各属性ごとの1回あたりの注文商品価格の平均値について調べると、セール
の有無やアクセス方法の差異によらず、お気に入りショップが無い顧客層よりもお気に入
りショップが有る顧客層の方が高く、またセールの有無やお気に入りショップの有無によら
ずPCからアクセスしている顧客よりもモバイル端末からアクセスしている顧客の方が高め
になっていることが解った。
【おわりに】
ビッグデータの解析において、個々のデータに対してではなく自然に分けられる少数の各
集団の存在を前提とした上で、それらの特徴を記述し、各集団間の差異を見出すことは非
常に重要である。本研究においては各ショップの商品合計金額のヒストグラムおよび年代
別の商品閲覧数について可視化を行うことで各ショップの状況や特徴的な商品の閲覧状
況の例を示した。また商品のセール期間が注文時期にどのように影響を与えているかに
ついて、顧客を属性別に分割して各集団間の比較結果を示したが、今後は各集団におけ
る少数の統計量を用いた解析を行うことによって、より詳細な分析結果を得た上で可視化
を行うことが期待される。なお、この研究は中野純司氏（統計数理研究所）・山本由和氏（
徳島文理大学）・藤原丈史氏（東京情報大学）・本多啓介氏（統計数理研究所）との共同研
究であり、分析した閲覧履歴データは経営科学系研究部会連合協議会主催、平成25年度
データ解析コンペティションで提供されたデータである。
